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（別表） 

平成３０年第２回議会報告会における主な要望及び提言等一覧 

○陸前高田市社会福祉協議会（H30.10.29 実施 参加者８名） 

№ 主な要望・提言等 区分 

１ 

【夜間及び土日における県立高田病院の救急体制について】 

県立高田病院において、仮設施設の時は救急対応していた

が、夜間及び土日の救急対応がない。救急体制の改善を求める。 

Ａ 

２ 

【住民の利便性を考慮した細かな地域間交通の充実について】 

無償運送の予約が取りづらい現状であり、巡回型のバス等も

不便。デマンド交通対象地区の拡張の見込みはないものか。 

Ａ 

３ 

【子どもを安心して産み育てられる環境の整備について】 

子育てについて、核家族化の実情に合わせた政策及び施策へ

の転換が望まれる。また、子ども手当だけではなく、陸前高田

市の独自性を打ち出せないものか。 

あわせて、放課後学童クラブの設置及び土日の保育環境や病

児保育、病後児保育などの充実を図り、安心して子ども育てる

環境の整備を求める。 

Ａ 

４ 
議会における管外行政視察先での社会福祉に関する良い事

例があれば、紹介願いたい。 
Ｄ 

５ 
「ノーマライゼーションという言葉のいらないまち」は、言

葉だけが先行していると感じる。更なる具体性を望む。 
Ｄ 

６ 

今後の財政運営に対する不安がある。人口が減り、税収が少

なくなっていくと思われる一方で、高齢者の増加や公共施設の

維持管理に要する財源をどう確保していくのか。 

Ｄ 

７ 障がい者や車いすの方が集まれる場所が欲しい。 Ｄ 

８ 

小中学校では、スクールバスや家族の送迎による登校になっ

ており、歩くことや地域との接点が少なくなっている。子ども

が外を歩き、地域と交流する機会を創ってほしい。 

Ｄ 

９ 
グローバルキャンパスにおいて、通年型で大学教育を行うこ

とにより、学生が市内に居住することは考えられないのか。 
Ｄ 

10 
ファーストフード店、カラオケやプリクラなど、楽しめる場

所が欲しい。 
Ｄ 

11 
学校校舎など、使われていない施設の利活用を考えてほし

い。また住民が活用をしたいき、どこに相談すれば良いのか。 
Ｄ 

12 子どもや女性に対する支援の充実を求める。 Ｄ 
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№ 主な要望・提言等 区分 

13 行政の縦割りを横断的に改善してほしい。 Ｄ 

14 広場や公園が欲しい。 Ｄ 

15 高台にお店や郵便局が欲しい。 Ｄ 

16 
上下開閉の古いタイプのゴミステーションを、高齢者でもゴ

ミ出しが可能なスライド式の新しいタイプに変えてほしい。 
Ｄ 

17 

現在、県社協の事業で行っている生活支援相談員制度が、復

興期間を過ぎると財源がなくなり続けられない。この制度の枠

で行ってきた見守り事業をどう維持していくか、検討が必要。 

Ｄ 

18 国保税の市民負担はどうなっていくのか。 Ｄ 

19 
生活支援相談員制度があと２年で終わるが、その後の見守り

事業をどうしていくのか。 
Ｄ 

※凡例） 

 Ａ：市長への申入れ事項     Ｂ：特別委員会調査事項 

 Ｃ：各常任委員会調査事項    Ｄ：意見として伺うもの 
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平成３０年第２回議会報告会における主な要望及び提言等一覧 

○障がいをお持ちの方とその方々を支える支援者 

（社会福祉法人愛育会・燦々会・大洋会 H30.10.30 実施 参加者１０名） 

№ 主な要望・提言等 区分 

１ 

【障がい者の就業確保に向けた取組について】 

安定した賃金を確保し、作業所の環境を整備するなど、障が

い者雇用の充実を求める。 

Ａ 

２ 

【今後の施設整備について】 

作業所やグループホームなどの施設を建設する際に、建設費

用と土地の確保に苦慮したことから、各事業者と行政との協議

をより深めてほしい。 

Ａ 

３ 

【災害公営住宅の一般化に伴う利活用について】 

災害公営住宅の一般化により、公営住宅にグループホームを

設置できないか。また、障がい者の住宅の住み替えに係る手続

き等について、公営住宅担当者と福祉担当者の連携を密にし、

より丁寧な対応を求める。 

Ａ 

４ 
ショートステイなどの障がい者の短期入所について、対応が

遅れている。 
Ｃ 

５ 
施設内生活者の外出について、現状では月に２、３回の割合

で外出しているが、外出機会を増やしたいので支援を求める。 
Ｄ 

６ 

青松館の施設規模について、利用人数が増え、手狭になって

きた。クリーニングの作業場所が狭い他、印刷機などの設置場

所が離れているため不便を感じている。利用者数に合わせて増

築するなどできないものか。土地もないので紹介してほしい。 

Ｄ 

７ 

あすなろでは、通年型の仕事が少なく、就業者の高齢化も進

んでいるため、安定した賃金と仕事の確保が課題となってい

る。これから始まるゆず製品の製作や市役所での月２回のパン

販売などを行っている。特にも、ふるさと納税の返礼品作業も

行っているが、このふるさと納税返礼品の取扱いについて、市

は今後どのように取り組むのか気がかりである。 

Ｄ 

８ 

青松館での椿油の製造は、震災後、市内事業者に教示を受け

て始まったが、大船渡市の事業者でも製造が始まり、椿の実が

不足している。就業者数も増えてきたため、仕事が足りない状

況となっている。 

Ｄ 
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№ 主な要望・提言等 区分 

９ 
若い人が出ていってしまう。働く場所もなく、選ぶ余地がな

い。市としての企業誘致の動きと現状はどうか。 
Ｄ 

10 

災害公営住宅付近に子どもが遊べるスペースがない。気仙沼

市では、それぞれの災害公営住宅敷地内に遊び場がある。子ど

もが遊べる場所の確保が必要ではないか。 

Ｄ 

11 
アバッセ付近の広場は、４才以上の子どもはいいようだが、

１～２才の子どもが遊べる場所もほしい。 
Ｄ 

12 

施設入所者の現状が、愛育会では５か所に 25 人、あすなろ

では１か所に７人となっている。保護者の高齢化が進んでいる

ことからも、施設入所を希望する方が増えることが見込まれる

ため、グループホームの拡張と充実が求められる。 

Ｄ 

※凡例） 

 Ａ：市長への申入れ事項     Ｂ：特別委員会調査事項 

 Ｃ：各常任委員会調査事項    Ｄ：意見として伺うもの 
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平成３０年第２回議会報告会における主な要望及び提言等一覧 

○陸前高田市老人クラブ連合会（H30.10.30 実施 参加者１１名） 

№ 主な要望・提言等 区分 

１ 

【高齢者の交通手段の確保について】 

バスの本数が少なく、バス停までの距離も遠いため、通院や

買い物などの日常生活に困難が生じている。殊にも、自動車運

転免許証を返納した高齢者にとっては、きめ細かな地域間交通

や日常生活の困難解消を強く望むところである。タクシー券の

補助だけではなく、更なる日常生活を支える交通手段の確保に

ついて、施策の充実を求める。 

Ａ 

２ 

【復旧・復興工事に伴う市道の早期修復について】 

震災からの復旧・復興工事に伴う大型車両の往来により、市

道がかなり傷んでいる。市道は、生活道路であるゆえ、早期の

修復と整備を求める。 

Ａ 

３ 
三陸縦貫道路の沿線地域の雤水排水対策について、近年の台

風や豪雤による土砂災害への適正な対応を求める。 
Ｂ 

４ 

伝統的に漁業集落として成り立ってきた地域における漁業

の担い手や後継者が減少しており、このままでは定置網漁のみ

ならず、養殖業ですら成り立たなくなるのではないかと懸念さ

れる。現状でも多くの補助金が交付されているが、補助金だけ

ではない漁業振興の手立てを講じてほしい。 

Ｃ 

５ 
小友町小ヶ口の公民館道路付近の電柱が、交通の支障になっ

ている。改善できないものか。 
Ｄ 

６ 
数年前の大雤で、矢作町小黒山地区公民館の敷地が流されて

しまったが、改修されていない。早期に対応願いたい。 
Ｄ 

７ 矢作町の矢作川と生出川に跨る橋を早期に改修願いたい。 Ｄ 

８ 
グランドゴルフ人口が増えてきている。各地域にグランドゴ

ルフ場を整備してほしい。 
Ｄ 

９ 
高齢者の趣味、生きがい、健康づくり、居場所作りへの支援

を更に充実してほしい。 
Ｄ 

※凡例） 

 Ａ：市長への申入れ事項     Ｂ：特別委員会調査事項 

 Ｃ：各常任委員会調査事項    Ｄ：意見として伺うもの 
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平成３０年第２回議会報告会における主な要望及び提言等一覧 

○陸前高田市各種女性団体連絡会（H30.10.31 実施 参加者２７名） 

№ 主な要望・提言等 区分 

１ 

【避難場所及び避難路の整備について】 

本丸公園を防災公園として整備してほしい。また、市内各地

に避難場所や避難路を整備し、分かりやすく表示してほしい。 

Ａ 

２ 

【若者の定住促進に係る環境整備について】 

地元Ｉターン、Ｕターンの若者が安心して住まいを確保でき

るような環境を整備し、定住促進を図ってほしい。 

Ａ 

３ 
防潮堤や水門などの完成後、もし津波が発生したらどうなる

のか。竹駒町、矢作町、横田町の住民も心配している。 
Ｄ 

４ 
洞の沢地区の避難路について、立派じゃなくていいので、道

幅１～２メートル程度の津波避難路の整備をしてほしい。 
Ｄ 

５ 市内の虐待件数が 32 件と多いようだが、その実態はどうか。 Ｄ 

６ 

実質公債費比率を見るものの、今後、本市の人口が減少して

いくと想定されていることから、将来的に本市の財政はどうな

るのか。また、将来の市税収入はどうか。心配である。 

Ｄ 

７ 
婦人相談員が相談を受け付けた「その他」とされる 854 件は、

とても数が多いようだが、その実態と内訳はどうか。 
Ｄ 

８ 
一次産業の担い手確保を進めることが、定住人口を増やす一

つの方法になるのではないか。 
Ｄ 

９ 

民泊の子どもたちを黒崎温泉に連れていくことがあるが、そ

のような民泊の子どもたちが来ている際には、定休日(水曜日)

でも営業してほしいものだがどうか。 

Ｄ 

10 

子育ての支援を充実させながら、定住を進めてほしい。また、

本市に定住するための支援や補助の仕組みは、どのようになっ

ているのか。 

Ｄ 

11 コンポストや生ごみ処理機の補助はいつまで活用可能か。 Ｄ 

12 
アバッセでのイベントで使える補助を市内全体に広げ、その

他の町のイベントなどにその補助金を使用できないものか。 
Ｄ 

13 ピーカンナッツ事業は、どのような内容か。詳しく知りたい。 Ｄ 

※凡例） 

 Ａ：市長への申入れ事項     Ｂ：特別委員会調査事項 

 Ｃ：各常任委員会調査事項    Ｄ：意見として伺うもの 
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平成３０年第２回議会報告会における主な要望及び提言等一覧 

○岩手県立高田高等学校３年生（H30.11.13 実施 参加者６６名） 

№ 主な要望・提言等 

１ 

【陸前高田の魅力、良いところは何だろう。】 

・ 自然が豊かで、キャンプ場などがある。 

・ 大船渡市より、陸前高田市の方が若い人が多い。 

・ 治安が良く、優しい人が多い。 

・ カキ、ホタテ、魚などの海のものがおいしい。 

・ クレセントシティ市と姉妹都市提携をするなど海外交流がある。 

・ 公園ができて子どもの遊ぶ場所が増えた。バスケットもできる。 

・ アリーナも完成し運動場所が増えた。もっと増えてほしい。 

２ 

【進路、私たちは次のような学校で学び、専門の技師として働きたい。

また、地元に就職します。】 

・ 理学療法士、柔道整体師、スポーツトレーナーになりたい。怪我

をしている人たちを治したい。役に立ちたい。 

・ 建築の専門学校に行き、建築士や大工になりたい。復興に役立つ

仕事に就きたい。 

・ 保育士になりたい。 

・ 地元が好きなので、大船渡の会社に勤めます。 

３ 

【陸前高田市に欲しいもの。】 

結論：楽しい施設や自分の勉強したことが生かせる就職場所が欲しい。 

・ 介護施設を利用している方が、より良く過ごせるような環境を作

ってほしい。 

・ 安心して保育園に預けられる環境。 

・ 野外スポーツ施設。 

・ 大学、専門学校で学んだ専門的な知識を生かす就職場所がない。

例えば、トヨタのディーラー店とか。 

・ カラオケができる施設やラウンドワンなどのような遊べる場所。 

・ コンサートができるライブ会場。 

４ 

【私たちの本当の夢】  

・ 歌手になりたい。 

・ プロ野球の審判になりたい。 

・ 陸前高田市でトヨタ車両販売店店長に。トヨタの店長の助手に。 

・ サッカー選手。 

・ プロのゲーマー。 

・ 地元議員みたいな人に。 
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№ 主な要望・提言等 

１ 

【陸前高田市がどのような町になってほしいか？】 

・ バスの本数を増やすなど、公共交通が整った町になってほしい。 

・ 子どもから高齢者まで、多くの人が訪れる公園がもっとほしい。 

２ 

【どのような施設があれば若者が定住すると思うか？】 

・ 幼稚園や保育施設を増やしたらどうか。 

・ 高校生は、高校を卒業すると進学のため市外へ出ていっている現

状から、市内に大学があればいい。 

３ 

【若者が住みたいと思えるような町にするには？】 

・ 陸上をはじめ、各種スポーツが楽しめる競技場やラウンド１など

の施設があればいい。 

・ 各種イベントを多く行って、市外や外国から訪れる人を増やせば

若者も住みたいと思うのではないか。 

・ 映画館やＵＳＪなどのテーマパークをはじめ、カラオケが楽しめ

る施設やレンタルビデオショップが欲しい。 

・ 大自然を生かした気球体験や、水上アスレチックができる場所が

欲しい。 

・ 若者を集めるには、インスタ映えする場所を設けることが有効。 

・ ファストフード店が増えればいい。 

４ 

【陸前高田市が誇れるものは？】 

・ 海がきれいで海産物がおいしく、自然が豊か。 

・ 七夕祭りなど誇れるものがあり、今後も伝統や文化を受け継いで

いくことが必要。 

５ 

【市に対する要望は？】 

・ 高校へ徒歩通学しているが、かさ上げ盛土工事による仮設道路で

あっても、広い歩道と街灯が欲しい。 
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№ 主な要望・提言等 

１ 

【自然】 

・ 魅力は、自然が豊かです。 

・ 海産物が多い。 

・ きれいな景色が楽しめるスポットが欲しい。 

・ 海が見える場所に行きやすい所がいい。 

・ 海がきれいなので、ブログなどで発信する。 

２ 

【イベント】 

・ イベント時に海産物などを出す。 

・ 各季節で大きなイベントをしたら盛り上がると思う。 

・ 七夕祭りをもっと盛り上げてほしい。 

・ 以前、テレビで見た餅つきイベントは楽しそうだと思った。 

・ ほかの地域でやっていたカラオケ大会が楽しかった。 

３ 

【ＰＲ】 

・ 陸前高田市のＰＲをする。 

・ 陸前高田市をＰＲできるようなイベントを作る。 

４ 

【その他】 

・ 震災前の面影があるまちづくり。 

・ 高田松原を震災前のように戻す。 
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№ 主な要望・提言等 

１ 

【陸前高田市にあるもの、誇れるもの】 

・ 海産物、自然、山、海、醤油、りんご、スポーツが盛んなところ、

松の木。 

２ 

【絶対に必要なもの】 

・ 病院、住まい、働く場所、薬局、眼科、保育園、老人ホーム、交

通機関を増やす、便利な交通。 

３ 

【人が集まるまちにするために欲しいもの】 

・ 大型商業施設、イオン、商店街、遊ぶところ、カラオケ、スター

バックス、子どもが遊べる場所、食べ物屋、飲食店、ラウンドワン、

子どもからお年寄りまで、広い年代が使える施設。 

・ 若い人たちが気軽に集えて、遊べる場所、施設。 

４ 

【さらに、あったらいいもの】 

・ 水族館、総合運動公園、海山のアスレチック施設、屋外スポーツ

施設。これらがあったら、もっと人が集まる。 

５ 

【その他の意見】 

・ 人が集まるイベントの開催、海の仕事を身近で見られる施設があ

れば、海での仕事に興味を持つ人が増える。 
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№ 主な要望・提言等 

１ テーマは、「訪れたくなるまち」 

２ 

【①魅力あるお店】 

・ イベントを増やす。高田や大船渡にしかないものを使ったお店。 

・ モバイルバッテリーや自転車、ＤＶＤ、釣り道具などの、どこで

も誰でもレンタルできて、返せるものが欲しい。 

・ 地元の食材を使ったレストランや服屋さんがもっと欲しい。 

・ ショッピングセンターや単独の本屋など、いろんなお店を増やす。 

・ ゲームセンターなど、子どもの集まれる場所。 

３ 

【②イベントのあるまち】 

・ 季節ごとのイベント。地元の物を食べたい。春は、春らしい。夏

は、祭り。秋は、産業まつり。冬は、あったかいカキと海中熟成の

お酒やワインなど。 

・ 自転車のイベントを増やす。 

・ 若い人に来てもらうよう有名人とコラボ。県内の人に来てもらう。 

・ 漁業体験を増やし、きついイメージを変えれば、担い手になる。 

・ お年寄りとのお茶会。地域で集まるようにダンスパーティー。 

・ イベントで毎年戻ってくるように、ゲストに、のんさんを呼ぶ。 

・ イルミネーションで夜も明かりが欲しい。 

・ イベントや限定品などに市の自然を有効活用する。 

４ 

【③特産品を作る】 

・ 余り食べたことがないので、今あるお店でも地元産の食材の料理

を食べられるようにする。 

・ 海産物や特産品に会社の協力をもらい、海産物を使ったイベント

をたくさん行う。余り食べたことがないカキを使うなど。 

・ 漁業者や高田高校の海洋システムの人数が少なくなっていること

から、漁業体験を行い、特産品を地元で食べる。 

５ 

【④高校生の声が生きるまち】 

・ 高田高校海洋システムの商品をいろんなところで売ってほしい。 

・ ＢＲＴのバス停に屋根を付けてほしい。 

・ 学校近くにコンビニが欲しい。楽しくなるようなまち。 

・ 街灯が欲しい。 

・ 人が集まれる場所、気楽に行ける場所を増やす。 

  



－１２－ 
 

 

 

№ 主な要望・提言等 

１ 

【１ 観光産業について】 

・ 魅力は、住民が優しいこと。海や川で遊べること。 

・ 陸前高田の七夕をみんなに見てもらいたい。 

・ 高田松原海岸の復活、日本一のアスレチックパークが欲しい。 

・ 釣りやカヤックができる海や川があったらいいな。 

２ 

【２ 生活環境について】 

・ 教育施設の充実。（専門学校が欲しい。） 

・ 映画館や若者向けのお店が欲しい。 

・ 博物館があればいいな。 

・ まちおこしの専門学校が欲しい。 

・ 海の養殖施設。鮭の養殖施設。 

３ 

【３ 地域産業について】 

・ 特産物を生かした商品開発。 

・マスカットサイダーを御当地サイダーの日本一にする。 

・牡蠣を日本一にする。 

・りんごを日本一にする。 

・たかたのゆめを日本一にする。 

・ホタテを日本一にする。 

・松や杉の林業。 

４ 

ここで、「日本一」に特化したオンリーワンの商品の話題となった

ところで、参加議員より「では、陸前高田市で世界に誇れるものは何

かありますか？」との問いを出したところ、「陸前高田は、世界一の

「優しさ」を持っています！」との意見が出されました。 

  



－１３－ 
 

 

 

№ 主な要望・提言等 

１ テーマは、【陸前高田の魅力】 

２ 

【食べ物】 

・ アワビ、ウニ、カキ、ホタテ、ワカメ、サンマなどの海産物。 

・ マスカットサイダー、唐揚げ。 

・ 海産物の食べ歩きとかを中心地でできると嬉しい。 

３ 

【遊び場】 

・ 海上アスレチック、ゲームセンター、古川沼のボート漕ぎなど。 

・ 野球場、テントサウナ。 

・ ストリートバスケットは嬉しい。 

・ カヌー大会や競艇大会など。 

・ 家族で遊べる場所が欲しい。 

・ 釣り場。 

・ カラオケなど若者向けの店。 

４ 

【人】 

・ 優しい人が多い。 

・ 高齢者だけでなく、外からの人を３０代～４０代の方も優しく迎

えてほしい。 

５ 
【祭り】 

・ 伝統的なお祭りを大切にしたい。けんか七夕を続けたい。 

６ 
【シンボル】 

・ シンボルを作りたい。一本松だけだと微妙だと感じる。 

７ 

【自然】 

・ 海と空気が綺麗。 

・ 静か。 

８ 

【その他】 

・ 交通が不便。県交通は、土日になると運行数が減る。 

・ 市議会議員が何をしているのか、余り知らない。市役所職員より

も給料が高いと思っている。お金に関することを行なっていると思

っている。 

・ トレーナーや柔道整復師、スポーツビジネスなどの専門学校に進

学するとのことで、昔と仕事の趣向が変わってきている。 

・ 将来行政職員になりたいという人はいなかった。 

  



－１４－ 
 

 

 

№ 主な要望・提言等 

１ 

【食】 

・ 陸前高田市は、海産物が豊かだからこそ、地元の飲食店でしか味

わうことができない海産物、例えば、ワカメを練り込んだ麺などの

加工食品の開発をしたらどうか。 

・ 陸前高田市は、果物の産地でもあり、リンゴ 100％のゼリーなど

を開発し、そのプロモーションのためにインパクトのあるリンゴの

歌も作ってＣＭ展開もしていくべきではないか。 

２ 

【自然】 

・ 自然豊かで景色も美しく、温泉もあり、緑も多いことから、陸前

高田市に観光等で訪れる人を増やすために、プロモーションビデオ

などの映像が必要と思う。 

・ 海浜で楽しむスポーツだけではなく、バーベキューができる場所

を設けるなど、もっとレジャーのターゲットを豊富に考えてほしい。 

・ 動物と触れ合うことができる公園が欲しい。 

・ パルクールやアスレチックのフィールドと施設を造り、陸前高田

市の起爆剤にしてほしい。 

３ 

【伝統・文化】 

・ 七夕まつり、チャオチャオ道中踊りのほかにも地域の伝統芸能が

あるが、地元で参加する人が減っているので、外の方々に参加して

もらえる仕組みを作っていくことが必要ではないか。 

・ 陸前高田市を知るための博物館や水族館が欲しい。 

４ 

【地域】 

・ 人が温かい。何か困ったときに助けてくれる人がいる。 

・ 学生が遊べる場、地元でできる「まちおこし」、地元を外に向かっ

て発信してくれる人が欲しい。 

５ 

【環境】 

・ 陸前高田市でしか学べない専門分野の大学や、専門学校を誘致。 

・ 高校卒業後、女性が地元で活躍できるような、結婚しても育児を

しながら働き続けられるような充実した環境を作ってほしい。 

・ 足湯があると良い。交通機関や交通手段を増やしてほしい。 

・ 朝夕のチャイムのメロディーを陸前高田らしく、親しみやすくす

るため、チャオチャオ音頭に変えてほしい。 

 


